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・ 重傷事故により緊急退所に至る事象が多く発生

・ これまで再発防止や事故の発生予防の強化を実施

・ 肺炎などによる退所者数の減少に向けた取り組みは未実施

■はじめに



「 肺炎及び誤嚥性肺炎による緊急退所件数を減少させる 」

■目的



１．肺炎球菌ワクチンの接種を推奨

２．「肺炎及び誤嚥性肺炎予防」「口腔ケア」の研修を実施

３．肺炎等の既往歴のある方のカルテにテープを貼付

４．発症リスクの高い方の処遇に関する留意点について設定

■活動内容



１．肺炎球菌ワクチンの接種を推奨

特 徴

効 果

費 用



２．「肺炎及び誤嚥性肺炎予防」「口腔ケア」の研修を実施



２．「肺炎及び誤嚥性肺炎予防」「口腔ケア」の研修を実施



３．肺炎等の既往歴のある方を識別

看護師が既往歴を確認し、個々のカルテに貼付



４．発症リスクの高い方の処遇に関する留意点について設定

● 口腔ケアを食事前後に実施

● 食事摂取時の良姿勢を保持する

● 食事前に嚥下体操の実施

● 臥床対応は食後の約１時間後



■結果

肺炎・誤嚥性肺炎

その他疾患
肺炎・誤嚥性肺炎

その他疾患

2016年度：計39件

１５件
７件

２３件２４件

2017年度：計30件

肺炎などによる緊急退所が１７件減少！



■肺炎及び誤嚥性肺炎を除く緊急退所の理由

骨折・脳梗塞 ・イレウス ・ 痙攣発作

心肺停止・下血 ・蜂窩織炎・褥瘡治療等



２０１７年 ５月時点 ＝ ワクチン接種者数：１８名

■結果

２０１８年 ５月時点 ＝ ワクチン接種者数：３９名

入所者の約１/３が接種済み



■まとめ・課題

●緊急退所件数が１７件減少し、一定の効果が得られた

● 肺炎球菌ワクチンの認知度が低い現状にある

→接種状況の確認方法や管理方法を検討していく必要性

→感染症シーズンに偏らないための仕組みが必要



■まとめ・課題

●研修を通してケアの処遇向上にも効果をもたらした

● 重傷事故や肺炎を除く緊急退所に焦点をあてる

→自分たちが今できることを施設全体で取り組む

→継続的に実施していくための計画性



ご清聴ありがとうございました


